
プレスリリース 

大気イオン地震予測研究会 e-PISCO 
平成 16 年 5 月 6 日 

報道関係各位 

地震予知を目指す NPO 発足 

会員の募集ならびに設立記念会のお知らせ 

 大地震の前に大気中のイオン濃度が上昇することが測定されています（例えば

1995 年兵庫県南部地震の直前など）。我々はこの現象に注目し、大気中のイオ

ン濃度を測定する装置を開発し、これによって地震予知を目指すべく、特定非

営利活動法人大気イオン地震予測研究会 e-PISCO を設立いたしました（理事

長：弘原海 清＝岡山理科大学元教授・大阪市立大学名誉教授，副理事長：能美

洋介＝岡山理科大学講師）。 
 これまでは岡山理科大学一箇所のみでイオン濃度の測定を行って参りました

が、今後測定点を全国規模に拡大することを目指しており、各都道府県ごとに 2
箇所、全国で約 100 箇所程度を目標にしています。一つの測定点で半径 300km
程度をカバーしますが、１台の測定器の導入、維持管理コストとして、ほぼ 100
名の継続参加会員 (会費年 5000 円，学生・65 才以上 3000 円)が必要であり、

関心のある方々の参加をお願いする次第です。 
 また、NPO 設立を記念して、別紙１の通り設立記念会を 5 月 29 日（土）15:00
～17:00岡山国際交流センター(岡山市奉還町2丁目2－1)にて開催することにな

りましたのでお知らせ致します。参加の申込は事務局宛のメールで受け付けて

います。多くの方々の参加をお待ちしています。報道関係各位には、本記念会

の周知にご協力いただきますようお願い申し上げます。 
NPO e-PISCO の詳細につきましては，ホームページをご覧ください．また，

4 月 27 日付の理事長あいさつ（別紙 2）にこれまでの経過と今後の見通しを示

しておりますので，こちらも併せてご覧ください． 
http://www.e-pisco.jp/ 

 
本リリースに関するお問い合わせ 
NPO e-PISCO 事務局 

press@e-pisco.jp 



別紙 1 

 
特定非営利活動法人 大気イオン地震予測研究会 e-PISCO 

設立記念会開催のご案内 

 

 特定非営利活動法人 大気イオン地震予測研究会 e-PISCO（理事長：弘原海 清

＝岡山理科大学元教授，以下「NPO e-PISCO」）では，下記の要領で設立記念会

を開催することになりました． 

 

NPO e-PISCO 設立記念会 概要 

１． 日時 2004 年 5 月 29 日（土）15 時～17 時 
２． 会場 岡山国際交流センター5 階 会議室 1 

   (岡山市奉還町 2 丁目 2－1) 
３． 内容 大気イオン濃度測定による地震予測の成果と今後のビジョン 
 
※ 記念会終了後，懇親会を予定しております．詳細は当日お知らせします． 
参加申し込み：社名，参加者名をお書き添えの上 NPO e-PISCO 事務局

(press@e-pisco.jp)まで． 

 

大気イオン濃度測定点分布図(2004.05 現在)

岡山 

(1997 年から運用) 

兵庫･川西 

(試験運用中) 

長野･松本 

(試験運用中) 

新開発の大気イオン濃度測定器 



別紙 2 

理事長あいさつ 

  地震危険予知プロジェクト PISCO は 1997 年より，岡山理科大学を拠点として活動し

てきましたが， より一層の活動幅を広げるため，大学の枠を出て特定非営利活動法人(NPO)
を設立いたしました．この NPO 法人の名称は「大気イオン地震予測研究会 e- PISCO」で，

2003 年 10 月に発起人会・設立総会を開催，2004 年 1 月に複数県にまたがる広域組織とし

て内閣府に設立を申請し，4 月 1 日付で認証され，主たる事務所を兵庫県川西市，従たる事

務所を岡山市と長野県松本市に登記する手続きを完了しました． 
   この法人 e-PISCO の目的は，将来発生する大地震に対して，大気イオン濃度を多地

点で連続測定すると共に，市民による宏観異常現象報告や地震活動図などを総合的に分析

して地震危険性を予測する事業を行い，市民の地震予知・防災に寄与することを目的とし

ます． 
  これらの目的を達成するため，この法人は次のような特定非営利活動に係わる事業を

行います． 
（1） 高精度で小型軽量オンライン操作型の大気イオン濃度測定器の研究開発事業 
（2） 大気イオン濃度の広域測定地点の選定・設置・運用などの事業 
（3） 多地点測定データのマルチオンライン収集・処理・配信などの事業 
（4） 活動成果の普及・啓発の事業 
   今後は，多地点測定を実行に移すために，より多くの会員の声を聞く必要があります．

また，測定地点の設定には自然地下構造や周辺大気，社会的重要性のみ ならず，参加協力

される市民の希望も重要だと考えています．単一測定点(半径 300km 範囲)の導入・維持管

理のコストには，ほぼ 100 名の継続参加会員 (会費年 5000 円，学生・65 才以上 3000 円)
が必要です．各都道府県あたり 2 箇所の測定点が当面の目標です． 
  これまでの経験を具体的に話し合うため，また今後の事業展開をみなさんで考えるた

めに，NPO 法人の設立記念会を 5 月 29 日(土)岡山国際交流セン ター(JR 岡山駅西口より

徒歩 3 分)で 15 時～17 時に開催します．NPO 会員の入会申込書をホームページに掲載しま

すので，この用紙で入会申込をお願いします．  
平成 16 年 4 月 27 日 

特定非営利活動法人 大気イオン地震予測研究会 e-PISCO 
理事長   弘原海 清（元岡山理科大学教授） 
副理事長  能美 洋介（岡山理科大学講師） 


